
令和６年度第１回館山市図書館協議会 次第 
 
                             日時：令和６年６月２６日（水） 

１０時００分 

                             場所：館山市図書館 集会室 

 

 

１ 開会 

 

２ 辞令交付 

 

３ あいさつ 

 

４ 議事 

（１）館山市図書館の概要について 

（２）令和５年度館山市図書館事業報告について 

（３）令和６年度館山市図書館事業計画について 

（４）館山市図書館規則の一部を改正する規則の制定について 

 

５ その他 

 

６ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



（１）館山市図書館の概要について 
令和6年4月1日現在 

１ 施  設 

    （１）本館 

 所 在 地   館山市北条１７４０番地 

 開 館 日   昭和４７年２月１日 

 構   造   鉄筋一部２階建  敷地面積     １，７５９㎡ 

 建物面積 

 

 

 

 

 

 延床面積 ８２２．４㎡ 

  １階閲覧室１５２．８８㎡  カウンタ－室  ９．１８㎡ 

  ２階閲覧室  ９８．２８㎡  ロ ビ －    ６４．２４㎡ 

  書 架 室  ７３．７１㎡  事 務 室    ３７．１７㎡ 

  児 童 室  ４１．９０㎡  書   庫  １４７．５４㎡ 

  集 会 室  ５９．２８㎡  そ の 他  １３８．２６㎡ 

 

    （２）移動図書館（わかしお号） 

  購 入 年 月 日   平成１５年８月 購入価格 ９，０７９，７３８円 

  形     式   ニッサンシビリアン（２６人乗りマイクロバス）改造 

  車 両 寸 法   長さ ６３０㎝ 幅 ２１９㎝ 高さ ２７１㎝ 

  積 載 冊 数   ２，２００冊 

  燃料及び排気量   軽 油       ４，１６０㏄ 

 

２ 開館時間    ９時～１７時〔木曜日（祝日を除く）は９時～１９時〕 

 

３ 休 館 日    月曜日 

館内整理日(毎月第４金曜日) 

１２月２９日から翌年の１月３日までの日 

特別整理期間（１０日以内） 

 

４ 職  員    正職員６人（うち司書１人） 

会計年度任用職員５人（うち司書有資格者１人） 

 

５ 予  算    令和６年度及び令和５年度の当初予算対比（歳出）         

                                                     （単位：千円） 

     区    分 Ｒ６年度当初予算 Ｒ５年度当初予算 対比 ％ 

 資料購入費（新聞雑誌代を含む） ５，１９７ ５，１３０ 1.3 

 図書館システム維持費  ２，５６３ ９，８８１ △74.1 

 その他（人件費を除く） １８，１０９ １６，２７１ 11.3 

合  計  ２５，８６９ ３１，２８２ △17.3 

 

 

 

６ 所蔵資料総点数 １６３，３５４点（令和６年３月末現在） 

  ・一般書  １１０，０８２点    ・紙芝居    ６１８点 

  ・児童書   ４０，２６１点    ・録音図書   ４２８点 

  ・郷土行政   ７，９６４点    ・映像資料   ３３８点 

  ・外国語本     ２２５点    ・雑誌   ３，４０１点 

  ・点字本       ３７点 
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（２）令和５年度  館山市図書館事業報告について  

令和６年３月末現在 

   事  務  事  業                    概                要 

１ 図書館資料の 

  整備充実 

 

 

市民の知る権利を保障するため、また多様な読書要求や学習要求に

幅広く応えられるよう一般図書・児童図書・郷土資料・視聴覚資料等

を継続的に収集し、資料の整備充実を図った。 

   図書・視聴覚資料購入点数  2,241点 

２ 施設・環境整備 

   

 

 

 

  

 

  快適な読書環境等・利用環境になるよう整備を図った。 

ア．図書館内の整備 

①新着本コーナー、特設コーナーの活用 

②開館時間延長の実施（毎週木曜日午後７時まで開館） 

③館山市図書館システム更新 

イ．電子図書館サービス（令和３年２月５日（金）～） 

図書館本館や移動図書館を利用できない利用者のため，電子書籍

の貸出サービスを実施。 

●資料点数（令和６年３月３１日現在）：2,161点 

（内訳）購入：2,056点，青空文庫：103点，独自資料：2点, 

●令和５年度貸出実績（延べ）：914人  1,771点 

●電子図書館用タブレット：４台 

３ 基本的な 

図書館サービス   

     

                     

                     

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  市民の知る権利を保障するため、また生涯学習の支援を行うために、 

継続性が重要であるサービスを提供した。 

ア．移動図書館 

市内全域にサービスを提供するため、図書館から遠方の人を対象

に、移動図書館車「わかしお号」による館外サービスを実施した。 

運行日数      107日 

貸出点数   11,001点 

積載冊数 2,200冊      駐車場所   34箇所 

イ．乳幼児サービス 

０歳から成長の段階に合わせたサービスを提供した。 

①わらべうたの会（協力：サークルわらべうた） 

０～２歳児とその保護者を対象に行った。 

わらべうたは赤ちゃんにとってはじめての文学であり、絵本を楽

しむ前段階であることを重視した。わらべうたを通して親子の楽し

いふれあいのひと時を図書館で過ごしてもらい、また家庭での実践

を勧めることを目的とした。 

※新型コロナウイルス感染症対策のため休止していたが、新型コ

ロナウイルスの5類移行に伴い、令和5年5月より再開した。 
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実施回数 10回  参加者延べ 91人 

②「キッズタイム」の実施 

   金曜日午前中にキッズタイムを実施し、子ども連れでも、利用し

やすい環境作りを行った。 

ウ．児童サービス 

子どもの自立を支援することを目標に、子どもと図書館との結び

つけを図り、図書やおはなし、また地域の大人とのコミュニケー

ションを大切にした事業とサービスを提供した。 

①おはなし会（協力：館山子どもの文化研究会、松苗禮子氏、金丸清

子氏、佐久間美奈氏） 

豊かな想像力と言語力が育まれるよう、読み聞かせ・おはな

し・パネルシアター・わらべうた・本の紹介を行い、保護者から

の読書相談に応じた。 

◆児童向け 実施回数 23回 参加者 延べ358人 

◆幼児向け 実施回数 11回 参加者 延べ143人 

②ブックリスト（おすすめの本）配布 

  年齢別ブックリスト（０～２歳、３～４歳、５～６歳向け） 

  学年別のブックリスト（小学校 低・中・高学年別） 

③子ども向け講座 

「なつやすみ宿題大作戦～関東大震災を調べよう！～」 

（博物館との合同企画） 

第１回 ８月 ６日  対象 小学生   参加者 11人 

第２回 ８月２６日  対象 小学生   参加者 3人 

「図書館のしごと体験し隊！」 

１１月３日 

対象 親子(小学生とその保護者) 参加者  6組 14人 

小学４～６年生      参加者     2人 

エ． レファレンスサービス  

図書や資料に関する相談や質問に応じて、利用者が求める資料を探

し提供した。        件数：1,992件 

オ． 一般向けサービス 

「図書館ハッピーバッグ（本の福袋）貸出」 

  １０月２８日～ １００袋 

４ 文化活動推進事業 

  

 

 

市民の生涯学習を支援し推進するため、文化的事業を実施し、併せて

図書館活動の普及と推進を図った。 

ア．図書館講座 

  ９月２１日「電子図書館の使い方講座」 参加者 15 
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   講師：松川正彦（株式会社メディアドゥ） 

※関連事業 

  ３月 ９日「図書館まつり」 

①  リサイクル市      参加者 523人 

持込冊数 1,500冊 持出冊数 1,112冊 

②  電子図書館体験     参加者  5人 

③  語り部のお話を聞く   参加者  14人 

講師：松苗禮子 

④  司書と一緒に図書館見学 参加者  4人 

⑤  わかしお号と写真撮影  参加者  12人 

⑥  児童向けおはなし会   参加者  28人 

⑦  クイズラリー      参加者  60人 

⑧  アニメ作品上映     参加者  23人 

                       合計  669人 

イ．読書貯金通帳 

児童に読書習慣のきっかけづくりを行うため、館内及び各小学校へ配

布した。 

５ 蔵書点検 全所蔵資料の点検と資料のデータの確認・修正、書架の整理整頓、不

用図書の廃棄を行い、資料保存の効率化を図った。 

  特別整理期間 １１月２１日～１１月３０日 不明本件数 21点 

６ 図書館情報の提供    利用者が利用しやすいよう利用案内・行事等のお知らせ・蔵書検索など

図書館に関する情報の提供を行った。 

①広報「だん暖たてやま」に「図書館だより」及び移動図書館巡回予

定を掲載 

②ホームページで蔵書検索や利用に関する情報の提供 

 ホームページによるインターネット予約冊数 5,008冊 

③おはなし会及び各イベント等、市SNSを活用した積極的な情報発信 

④おはなし会及び各イベント等のポスター・パンフレットの配布（各

園・各小学校・各公民館等市内施設にて掲示及び配布） 

７ 除籍資料の 

有効活用 

除籍資料の再利用を図る。  

除籍点数 3,037点（雑誌含） 

①図書館ロビーにリサイクルコーナーを設置し、除籍した資料のうち 

再利用できるものを市民に譲与し、資源の有効活用を図った。 

 併せて市民の不要本の受け入れと無償配布も行った。 

 持込冊数 1,698冊  持帰冊数 1,409冊 

※図書館ロビーのリサイクルコーナーは、図書館で不要となった本の配布

のみを行う形としていたが、令和６年２月より受け入れを再開。なお、
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３月８日までに受け入れたものは、令和６年３月９日に開催した『図書

館まつり』の『リサイクル市』にて配布した。 

８ 学校等への 

支援・協力              

 

 

①児童・生徒の調べ学習用資料の収集・蔵書構成に努めた。 

②市内小学校に移動図書館車で定期的に巡回を行った。 

③各学校の要望に応じ、学年に合った読書用図書を選書し、定期団体

貸出を行った。 

貸出件数 10校 7,440冊（1,240冊×6回） 

④各学校の要望や教員の相談に応じ、学習に合わせた内容の図書を選

書し、随時団体貸出を行った。 

貸出件数 26件 貸出冊数 772冊 

⑤図書館員が学校等に出向き、読み聞かせやブックトーク・講義・出

張授業等を行った。 

◆読み聞かせ・ブックトーク 

１１月１５日 豊房小学校  児童53人  他13人 

 ◆出張事業 

  ７月５日、６日 北条小学校 児童100人 他5人 

⑥要請に基づき図書館員が学校等に出向き、学校図書室利用促進等の運営

相談を行った。 

   ６月２７日 北条小学校 運営相談 学校職員1人 

９ 図書館ボランティアの 

育成・支援 

①読書活動に関するボランティアグループへの支援 

◆図書館資料・図書館の備品の貸出や材料の提供 

②図書の修理に関するボランティアグループへの支援 

 ◆活動場所・材料の提供や備品の貸出 

１０ 公共図書館・各種専門 

機関との連携 

 ①千葉県立図書館を中心としたネットワークにおいて、資料相互貸借に

より資料を取り寄せ、利用者からの様々な要望に応じた。 

  借用冊数 1,094冊   貸出冊数 532冊 

 ②利用者の希望する資料・図書が県内図書館で所蔵が無い場合、国立

国会図書館・県外公共図書館・大学図書館・各種専門機関へ問い合

せ、資料の借用・コピーの取り寄せ・情報の提供を行った。 

  借用冊数    2冊  貸出冊数   2冊 

  レファレンス・コピー依頼件数     7件 

１１ 職場体験・研修 

 

 

①  職場体験学習受入 

８月 那古小学校 5年生  3人 

８月 富浦中学校 2年生  1人 

１１月 市内中学校  2年生  3人 
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②  施設見学受入 

６月 豊房小学校 2年生 14人 

   北条小学校 3年生 33人 

７月 北条小学校 2年生 93人 

９月 船形小学校 2年生 17人 

１０月 西岬小学校 1年生・2年生 14人 

③  職員研修 

８月  千葉県公共図書館協会第６ブロック研修会 

    ９月  令和５年度児童サービス基礎研修会 

   １１月  令和５年度読書バリアフリー講座 

   １２月  令和５年度中堅職員研修（契約事務関係） 

    ２月  先進図書館運営研修会 

④ 中堅教諭等資質向上研修受入 

北条幼稚園教諭 ８月（１人 １日） 

１２ その他 ① 図書館資料の特設展示（抜粋） 

  ７月～９月 「関東大震災から１００年」 

 １０月～１月 「歴史の旅をしてみませんか ～馬琴～」 

  館山市立博物館の企画展との連携により実施。 

② 図書館ロビーでの展示等 

 ９月～ 「令和６年度小学校用教科用図書コーナー」 

  令和６年度に小学校の教科書が新しくなることに伴い、図書館ロビー

に「令和６年度小学校用教科用図書コーナー」を設置。（館内閲覧のみ） 

１２月 「北条小学校４年生による本の紹介 『ごんぎつね』」 

『ごんぎつね』（新美南吉／著）を読んだ北条小学校４年生が作成した

本の紹介（ガイドボックス）を、図書館ロビーに展示。 

ガイドボックスとは、一人一人が自分の言葉とイラストで作品の魅力を

伝える紹介文を書き、１つの段ボールに貼り付けたもの。 

また、展示に合わせ新美南吉の本を集めたコーナーも、児童室に設置。 

１２月 「館山小学校４年生による『リーフレットで知らせよう』」 

数ある環境問題の中から、児童自身興味があるものを１つ選び、リーフ

レットを作成し、図書館ロビーに展示した。また、児童が市民へ伝えたい

『現状』、『市民の取り組み』なども合わせてまとめた。 
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期間・期日 概　要 備　考

月1～2回（土曜）
14：00～（30分程度）
※8月を除く

絵本の読み聞かせや語りを楽しむこと
で、子どもと本を結びつけ、本に親し
むきっかけを作る。

協力：館山子どもの文化研究会、
　　　ぱねぱいん（松苗禮子氏）
　　　たてのパレット
　　　　　　　（佐久間美奈氏）
　　　あわの実（金丸きよ子氏）
対象：5歳～小学生程度の児童

8月

海外の絵本や日本の絵本で外国語に翻
訳されているものなどを、英語と日本
語の両方で読み聞かせを行い、多文化
に親しむきっかけを作る。

協力：館山子どもの文化研究会

通年

本を選ぶ際の目安になるよう、子ども
の成長段階に合った、図書館としてお
すすめの本をリストにし、配布を行
う。

必要に応じて改訂を検討

4月～5月頃

こどもの読書週間にあわせ、市内小学
校の児童が書いた本の紹介を掲示し、
関係する本を特集コーナーとして設置
することにより、読書意欲を高め、本
に親しむきっかけを作る。

要望に応じて随時実施

なつやすみ
宿題大作戦
～昔の道具を
調べよう！～

7月28日（日）
8月18日（日）
10:00～11:30

図書館の本を使って調べるためのポイ
ントを説明し、調べ学習に役立てるよ
うにする。今年は、昔の道具をテーマ
に開催する。

対象：小学生
共催：博物館

図書館のしご
と体験し隊！
（仮）

11月頃

本の貸出・返却や書架から本を探すな
ど、業務の一部を体験することで、図
書館に対する興味・理解をさらに広げ
る。

対象：小学生

第3金曜
10：30～
（1時間程度）
※8月を除く

絵本を楽しむ前段階として、日本語の
持つ豊かな響きやリズムに親しみ、言
葉と体のふれあいを通して親子で楽し
む時間を持つ。

協力：サークルわらべうた
対象：0～2歳程度の幼児と保護者

第1金曜
10：30～（30分程度）
※8月を除く

絵本の読み聞かせや語りを楽しむこと
で、子どもと本を結びつけ、本に親し
むきっかけを作る。

協力：館山子どもの文化研究会
対象：2～4歳程度の幼児と保護者

毎月4か月健診時

市が実施する4か月健診時に絵本引換
券を配付し、図書館で絵本を渡す。
（配付期間は満1歳の誕生日まで）ま
た、赤ちゃん絵本の読み方や選び方な
どについても併せて話す。

場所：コミュニティセンター
協力：健康課

毎週金曜日午前

乳幼児連れの方でも気兼ねなく利用し
てもらえるよう、マナーの範囲で、図
書館でにぎやかに過ごしても良い時間
帯を設け、利用の促進につなげる。

通年

市内の小中学校に対し、読書用資料を
1学年30冊までの範囲でセットにして
定期的に貸出を行う。また、要望に応
じ、学習で必要なテーマに沿った資料
の貸出を行う。

通年
市内小中学校の学校図書館を訪問し、
運営上の相談等に応じる。

要望に応じて実施

随時 図書館見学の受入を行う。 要望に応じて実施

随時
図書館員が学校に出張して、おはなし
会やブックトーク、読書指導等を行
う。

要望に応じて実施

英語で楽しむ
おはなし会

運営相談の実施

見学の受け入れ

図書館員の出張

（３）令和６年度  館山市図書館事業計画について

事　業　名

児
童
サ
ー

ビ
ス

児
童
サ
ー

ビ
ス

おはなし会
（児童向け）

ブックリストの
作成・配布

小学生の紹介本
コーナー（仮）

子
ど
も
講
座

乳
幼
児
サ
ー

ビ
ス

わらべうたの会

おはなし会
（幼児向け）

すくすくあかちゃ
ん絵本プレゼント

キッズタイム

学
校
支
援

団体貸出の実施
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期間・期日 概　要 備　考事　業　名

年1回（予定）
読書、図書館に対する視野を広げられ
るよう、講演会を実施する。

年1～2回（予定）
本や図書館に親しみ、理解を深める
きっかけとなるよう講座を開催する。

10月～11月頃
様々な本に出会えるよう、図書館員が
選んだ本を袋に詰め、福袋形式で貸出
する。

一般向け・児童向けそれぞれ実施

年間107日予定
（ステーションの巡回
頻度は月2回程度）

図書館遠隔地の利用者や、自力での図
書館利用が難しい遠隔地の学校・こど
も園等に対し、移動図書館を巡回する
ことで読書や図書館に親しむ機会を設
ける。

市内34カ所（6コース）を巡回

通年

高齢者にもいつまでも読書や図書館の
楽しみを味わってもらえるよう、サー
ビスの展開を行う。また、高齢者施設
での本を活用した取り組みへの支援を
行う。

サービス内容は随時検討

通年

館山市資料収集方針及び資料収集計画
に沿って、資料の購入を行う。また、
郷土・行政資料を中心に寄贈を受け入
れ、地域文化の継承に努める。

通年

テーマを決め、様々なジャンルから資
料を集め、一定期間資料の展示を行
う。また、季節や時事・話題に合わせ
た展示を行う。

通年
利用者の「知りたい・調べたい」に応
えるため、図書館資料や各種情報源を
用いて、調査研究の援助を行う。

通年

自館で所蔵がなく、購入ができない資
料について、県立図書館や県内自治体
の図書館、国立国会図書館、県外図書
館の資料を借用し、利用者に提供す
る。

通年
利用が多く破損の見られる資料や、長
期にわたっての保存が必要な資料につ
いて、修理や補修・補強を行う。

協力：ルリユールの会

通年
利用頻度の少ない資料や傷みの激しい
資料について、除籍処理を行う。

11月20日（水）
～11月28日（木）

閉館して蔵書点検を行い、不明資料の
把握、書架整理と館内外の整備を行
う。

年2回（予定）
館山市図書館協議会委員と、前年度報
告・本年度計画・課題・問題点等につ
いての会議を開催する。

毎週木曜日
週1回、午後7時まで開館し、利用者の
便宜を図る。

当番職員はフレックス勤務

資
料
の
収
集
・

整
理
・
活
用

資料の除籍

特別整理期間
（蔵書点検）

運
営
・
管
理

図書館協議会

開館時間延長

資
料
の
収
集
・
整
理
・
活
用

資料の購入・
寄贈受入

資料の展示

レファレンス
サービス

相互貸借による
資料の提供

資料の補修・修理

一
般
向
け
サ
ー

ビ
ス

図書館講演会

図書館講座

図書館
ハッピーバッグ

移動図書館車の
運行

高齢者への
読書支援
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期間・期日 概　要 備　考事　業　名

通年

おはなし会、わらべうたの会、本の修
理等で協力を頂いているボランティア
に対し、意見交換や情報提供を行う。
また、要望に応じ、勉強会や研修会を
行う。

11月頃（市内中学生）
その他随時

図書館の業務を体験し、仕事や働くこ
とについて考える機会を与える。

希望に応じ受け入れ
（小・中・高・大学生、教職員等）

常設
適宜、図書館の除籍資料を無償配布す
る。また、家庭で不要になった本を随
時持ち込みの上無償配布する。

場所：図書館ロビー

随時

職員のスキルアップのため、必要に応
じて、千葉県立図書館や千葉県公共図
書館協会等主催の研修に参加する。ま
た、館外研修の還元や職員間での知識
の共有を図るため、館内研修を実施す
る。

通年
来館しなくても電子書籍が読める、電
子図書館サービスを運用し、読書環境
の充実に向けた取組を実施する。

使い方講座・相談会を検討中

そ
の
他

ボランティアとの
連携

職場体験・
実習の受入

リサイクル本
コーナー

職員の研修

電子図書館の運用

9
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議案第   号  

館山市図書館規則の一部を改正する規則の制定について  

館山市図書館規則の一部を改正する規則を次のように制定する。  

令和  年  月  日提出  

 

館山市教育委員会教育長   石  井   浩  己  

 

館山市図書館規則の一部を改正する規則  

館山市図書館規則（昭和 60年教育委員会規則第４号）の一部を次のよ

うに改正する。  

第３条第１項に次のただし書を加える。  

ただし，木曜日（国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178

号）に規定する休日を除く。）にあっては午前９時から午後７時まで

とする。  

第５条第３号中「喫煙，飲食等」を「飲食」に改める。  

第12条第２項中「以内」の次に「（視聴覚資料，紙芝居，雑誌又は郷

土資料はそれぞれ５点以内）」を加える。  

第18条第２項中「団体図書利用券（別記第４号様式）」を「図書利用

券（別記第２号様式）」に改める。  

第５章を削り，第６章を第５章とし，第７章を第６章とする。  

第４章中第22条を第23条とし，第 21条を第22条とし，第 20条を第21条

とする。  

第３章中第19条の次に次の１条を加える。  

（図書館資料の複製）  

第20条  図書館資料は，著作権法（昭和 45年法律第 48号）第31条に規定

する範囲内に限り，複製をすることができる。  

２  図書館資料の複製を希望する者は，図書館資料複製申請書（別記第

４号様式）を館長に提出し，許可を受けなければならない。  

３  館長は前項の複製が不適当と認めた場合は，許可をしないことがで

きる。  

４  複製に要する費用は，複製を希望した者の負担とする。  

第１号様式から第５号様式までを次のように改める。  

15



第１号様式（第 11条第１項）  

 

第２号様式（第 11条第２項）  

 

16



第３号様式（第 18条第２項）  

 

17



第４号様式（第 18条第２項）  

 

18



第５号様式（第 25条）  

 

附  則  

この規則は，公布の日から施行する。  

19



( 1/10 ) 

〔議案第  号説明資料〕 

館山市図書館規則の一部を改正する規則新旧対照表 

改   正   案 現       行 

第３条 図書館の開館時間は，午前９時から午後

５時までとする。ただし，木曜日（国民の祝日

に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定

する休日を除く。）にあっては午前９時から午

後７時までとする。 

第３条 図書館の開館時間は，午前９時から午後

５時までとする。 

２ 略 

 

２ 略 

 

（利用者の心得） （利用者の心得） 

第５条 図書館のサービスを利用する者（以下

「利用者」という。）は，次の各号に掲げる事

項を守らなければならない。 

第５条 図書館のサービスを利用する者（以下

「利用者」という。）は，次の各号に掲げる事

項を守らなければならない。 

(１)及び(２) 略 (１)及び(２) 略 

(３) 所定の場所以外で飲食をしないこと。 (３) 所定の場所以外で喫煙，飲食等をしない

こと。 

(４) 略 

 

(４) 略 

 

（図書館資料の貸出し） （図書館資料の貸出し） 

第12条 略 第12条 略 

２ 図書利用券により借り受けできる図書館資料

は，１人につき10点以内（視聴覚資料，紙芝

居，雑誌又は郷土資料はそれぞれ５点以内）と

する。ただし，館長が特に必要と認めた場合

は，この限りでない。 

２ 図書利用券により借り受けできる図書館資料

は，１人につき10点以内とする。ただし，館長

が特に必要と認めた場合は，この限りでない。 

３ 略 

 

３ 略 

 

（団体貸出し） （団体貸出し） 

第18条 略 第18条 略 

２ 前項に規定する貸出しを受けようとする者

は，団体図書利用券交付申込書（別記第３号様

式）を館長に提出し，図書利用券（別記第２号

様式）の交付を受けなければならない。 

２ 前項に規定する貸出しを受けようとする者

は，団体図書利用券交付申込書（別記第３号様

式）を館長に提出し，団体図書利用券（別記第

４号様式）の交付を受けなければならない。 

３及び４ 略 

 

３及び４ 略 

 

（図書館資料の複製） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第20条 図書館資料は，著作権法（昭和45年法律

第48号）第31条に規定する範囲内に限り，複製

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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( 2/10 ) 

改   正   案 現       行 

をすることができる。 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

２ 図書館資料の複製を希望する者は，図書館資

料複製申請書（別記第４号様式）を館長に提出

し，許可を受けなければならない。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３ 館長は前項の複製が不適当と認めた場合は，

許可をしないことができる。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

４ 複製に要する費用は，複製を希望した者の負

担とする。 

 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿ 

 

（移動図書館） （移動図書館） 

第21条 略 

 

第20条 略 

 

（設置場所及び巡回日時） （設置場所及び巡回日時） 

第22条 略 第21条 略 

２及び３ 略 

 

２及び３ 略 

 

（館外利用に関する規定の準用） （館外利用に関する規定の準用） 

第23条 略 

 

第22条 略 

 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

第５章 配本所及び停本所 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ （配本所及び停本所の設置） 

＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

第23条 教育委員会は，図書館利用者の便を図る

ため，配本所（図書館資料を定期的に配送し，

地域団体等利用者の利用に供する場所をいう。

以下同じ。）及び停本所（図書館資料を公共施

設等に寄託し，一般利用者の利用に供する場所

をいう。以下同じ。）を設けることができる。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

２ 前項に規定する配本所の設置を希望する者

は，責任者を定め，その設置について教育委員

会に申し込むものとする。 

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

３ 配本所及び停本所の責任者は，配送又は寄託

された図書館資料を善良な管理のもとに運用し

なければならない。 

第５章 集会室 第６章 集会室 

第６章 補則 第７章 補則 
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( 3/10 ) 

 

改   正   案 

第１号様式（第11条第１項） 
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( 4/10 ) 

 

現       行 

第１号様式（第11条第１項） 
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( 5/10 ) 

 

改   正   案 現       行 

第２号様式（第11条第２項） 第２号様式（第11条第２項） 
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( 6/10 ) 

 

改   正   案 

第３号様式（第18条第２項） 
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( 7/10 ) 

 

現       行 

第３号様式（第18条第２項） 
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( 8/10 ) 

 

改   正   案 

第４号様式（第18条第２項） 

 

27



( 9/10 ) 

 

現       行 

第４号様式（第18条第２項） 
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( 10/10 ) 

 

改   正   案 現       行 

第５号様式（第25条） 第５号様式（第25条） 
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○館山市図書館規則  

昭和 60年８月 28日教育委員会規則第４号  

改正  

平成元年３月 24日教委規則第１号  

平成４年３月２日教委規則第１号  

平成６年 10月 21日教委規則第７号  

平成11年３月 23日教委規則第８号  

平成12年３月 22日教委規則第９号  

平成19年９月 25日教委規則第 18号  

平成20年２月 26日教委規則第３号  

平成24年２月 24日教委規則第７号  

平成27年３月 20日教委規則第 11号  

令和２年４月 24日教委規則第 11号  

館山市図書館規則  

第１章  総則  

（趣旨）  

第１条  この規則は，館山市図書館条例（昭和 31年条例第 20号）第６条

の規定により，館山市図書館（以下「図書館」という。）の管理及び

運営に関し必要な事項を定めるものとする。  

（事業）  

第２条  図書館は，図書館法（昭和 25年法律第 118号。以下「法」とい

う。）第３条に定める事業を行う。  

第３条  図書館の開館時間は，午前９時から午後５時までとする。ただ

し，木曜日（国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178号）に規

定する休日を除く。）にあっては午前９時から午後７時までとする。  

２  館山市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は特に必要があ

ると認めるときは，前項の開館時間を変更することができる。  

（休館日）  

第４条  図書館の休館日は，次のとおりとする。  

(１) 月曜日  

(２) 12月29日から翌年の１月３日までの日  

(３) 館内整理日（毎月第４金曜日）  

30



(４) 特別整理期間（毎年 10日以内とし，教育委員会が定める日）  

２  教育委員会は，特に必要があると認めるときは，前項の休館日を変

更し，又は臨時に休館日を設けることができる。  

３  第１項第４号及び前項の規定による休館日については，館長は，あ

らかじめ図書館にその旨を掲示しなければならない。  

（利用者の心得）  

第５条  図書館のサービスを利用する者（以下「利用者」という。）は，

次の各号に掲げる事項を守らなければならない。  

(１) 館内において利用する図書館資料（法第３条第１号に掲げる図

書館資料をいう。以下同じ。）は，利用後所定の場所へ返納するこ

と。  

(２) 他人に迷惑を及ぼす行為をしないこと。  

(３) 所定の場所以外で飲食をしないこと。  

(４) 施設，設備器具又は図書館資料を損傷又は滅失しないこと。  

（入館の制限）  

第６条  館長は，管理上適当でないと認める者があるときは，入館を禁

止し，又は退館させることができる。  

（利用の制限）  

第７条  館長は，この規則に違反し，又は館長の指示に従わなかった者

に対し，図書館資料の利用を制限し，又は禁止することができる。  

（損害賠償）  

第８条  利用者は，故意又は過失により，施設，設備器具又は図書館資

料を損傷し，又は滅失したときは，現品又は相当の代価をもって賠償

しなければならない。  

第２章  館内利用  

（利用場所）  

第９条  館内で図書館資料を利用しようとする者は，係員の指示に従う

とともに，図書館資料を所定の場所において利用しなければならない。  

（児童の利用場所）  

第10条  児童（小学生以下の者をいう。）が図書館資料を利用するとき

は，児童室を利用するものとする。ただし，係員が特に許可したとき

は，この限りでない。  
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第３章  館外利用  

（登録）  

第11条  館外で図書館資料を利用しようとする者は，図書利用券交付申

込書（別記第１号様式）を館長に提出して，あらかじめ登録を受けな

ければならない。  

２  館長は，前項の規定により登録をした者に対し，図書利用券（別記

第２号様式）を交付するものとする。  

（図書館資料の貸出し）  

第12条  図書館資料の貸出しを受けようとする者は，館長に図書利用券

を提出して，図書館資料を借り受けるものとする。  

２  図書利用券により借り受けできる図書館資料は，１人につき 10点以

内（視聴覚資料，紙芝居，雑誌又は郷土資料はそれぞれ５点以内）と

する。ただし，館長が特に必要と認めた場合は，この限りでない。  

３  図書利用券の有効期間は，３年とする。  

（図書館資料の貸出期間）  

第13条  図書館資料の貸出期間は，２週間以内とし，その図書館資料は，

返納期日までに返納しなければならない。ただし，館長が必要と認め

た場合は，この限りでない。  

２  前項に規定する返納期日が，第４条に規定する休館日に当たるとき

は，その翌日を返納期日とする。  

（図書利用券等の転貸等の禁止）  

第14条  図書利用券の交付を受けた者及び図書館資料を借り受けた者は，

当該図書利用券及び借り受けた図書館資料を第三者に転貸し，又は譲

渡してはならない。  

（図書利用券の滅失等）  

第15条  図書利用券を損傷し，又は滅失した者は，速やかにこれを館長

に届け出なければならない。  

２  館長は，前項の規定により届出をした者に対し，図書利用券を再交

付することができる。  

（貸出ししない図書館資料）  

第16条  貴重図書，参考図書その他館長が特に指定した図書館資料につ

いては，貸出しを行わないものとする。ただし，館長が特に必要と認
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めた場合は，この限りでない。  

（館外利用者の義務）  

第17条  図書館資料を借り受けている者は，転出等の理由により，借り

受けた図書館資料を返納期日までに返納することが困難と思われると

きは，当該図書館資料及び所持している図書利用券を直ちに館長に返

納しなければならない。  

２  図書利用券の交付を受けている者が，住所又は氏名を変更したとき

は，図書利用券を添えてその旨を直ちに館長に届け出なければならな

い。  

（団体貸出し）  

第18条  館長は，地域，事業所等を中心として読書活動を行う団体（構

成人員５名以上）に対し，図書館資料の貸出しを行うことができる。  

２  前項に規定する貸出しを受けようとする者は，団体図書利用券交付

申込書（別記第３号様式）を館長に提出し，図書利用券（別記第２号

様式）の交付を受けなければならない。  

３  団体で借り受けることができる図書館資料は，１団体につき 50点を

限度とし，貸出期間は，１月以内とする。ただし，館長が特に必要と

認めたときは，この限りでない。  

４  団体貸出しを受けた団体の代表者は，図書館資料を善良な管理のも

とに運用しなければならない。  

（郵送等の貸出し）  

第19条  館長は，身体の障害等により来館が困難な者のうち，特に認め

た者については，郵送等により図書館資料を貸出しすることができる。  

２  前項に規定する貸出しに関し必要な事項は，館長が別に定める。  

（図書館資料の複製）  

第20条  図書館資料は，著作権法（昭和 45年法律第 48号）第31条に規定

する範囲内に限り，複製をすることができる。  

２  図書館資料の複製を希望する者は，図書館資料複製申請書（別記第

４号様式）を館長に提出し，許可を受けなければならない。  

３  館長は前項の複製が不適当と認めた場合は，許可をしないことがで

きる。  

４  複製に要する費用は，複製を希望した者の負担とする。  
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第４章  移動図書館  

（移動図書館）  

第21条  教育委員会は，図書館利用者の便を図るため，図書館車による

移動図書館を設置するものとする。  

（設置場所及び巡回日時）  

第22条  移動図書館の設置場所は，教育委員会が別に定める。  

２  移動図書館の巡回日時は，館長が別に定める。  

３  館長は，天候等の理由により，移動図書館の巡回が適当でないと認

めるときは，巡回を中止することができる。  

（館外利用に関する規定の準用）  

第23条  移動図書館の利用については，第 11条から第 15条まで及び第 17

条の規定を準用する。この場合において，第 11条中「館外」とあるの

は，「移動図書館」と，第 13条中「２週間以内」とあるのは，「次の

巡回日時まで」と読み替えるものとする。  

第５章  集会室  

（集会室の使用）  

第24条  図書館の集会室は，法第３条第６号に定める図書館活動推進の

ために使用するものとする。  

（使用の申請及び承認等）  

第25条  集会室を使用しようとする者は，あらかじめ集会室使用承認申

請書（別記第５号様式）を教育委員会に提出して，その承認を得るも

のとし，使用後は整理清掃するものとする。  

（使用時間）  

第26条  集会室の使用時間は，午前９時から午後５時までとする。ただ

し，館長が必要と認めたときは，これを変更することができる。  

第６章  補則  

（委任）  

第27条  この規則に定めるもののほか，必要な事項は，教育委員会が別

に定める。  

附  則  

（施行期日）  

１  この規則は，昭和 60年９月１日から施行する。  
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（経過措置）  

２  この規則の施行前に館山市図書館規則（昭和 32年教育委員会規則第

２号）及び館山市図書館利用規程（昭和 32年教育委員会規則第 12号）

の規定により，現に図書館資料の館外利用のための登録又は図書館資

料を借り受けている者並びに設置されている配本所及び停本所は，こ

の規則の規定によってなされたものとみなす。  

（館山市図書館規則及び館山市図書館利用規程の廃止）  

３  館山市図書館規則（昭和 32年教育委員会規則第２号）及び館山市図

書館利用規程（昭和 32年教育委員会規則第 12号）は，廃止する。  

附  則（平成元年３月 24日教委規則第１号）  

この規則は，平成元年４月１日から施行する。  

附  則（平成４年３月２日教委規則第１号）  

この規則は，平成４年４月１日から施行する。  

附  則（平成６年 10月 21日教委規則第７号）  

この規則は，公布の日から施行する。  

附  則（平成 11年３月 23日教委規則第８号）  

この規則は，平成 11年４月１日から施行する。  

附  則（平成 12年３月 22日教委規則第９号）  

この規則は，公布の日から施行する。  

附  則（平成 19年９月 25日教委規則第 18号）  

この規則は，平成 19年11月１日から施行する。  

附  則（平成 20年２月 26日教委規則第３号）  

この規則は，平成 20年４月１日から施行する。  

附  則（平成 24年２月 24日教委規則第７号）  

この規則は，平成 24年４月１日から施行する。  

附  則（平成 27年３月 20日教委規則第 11号）  

この規則は，平成 27年４月１日から施行する。  

附  則（令和２年４月 24日教委規則第 11号）  

この規則は，公布の日から施行する。  

別記  
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第１号様式（第 11条第１項）  

 

第２号様式（第 11条第２項）  
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第３号様式（第 18条第２項）  
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第４号様式（第 18条第２項）  
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第５号様式（第 25条）  
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○館山市図書館協議会会議運営規則 

昭和32年６月27日教育委員会規則第１号 

改正 

昭和43年３月30日教委規則第４号 

昭和54年４月24日教委規則第４号 

昭和61年４月21日教委規則第３号 

平成17年８月19日教委規則第11号 

 

館山市図書館協議会会議運営規則 

第１条 図書館協議会会議（以下「会議」という。）には委員の互選による議長及び副議

長１人をおくものとする。 

第２条 議長及び副議長の任期は２年とする。 

第３条 議長は会議を主宰する。 

第４条 副議長は議長を補佐し議長の事故あるときはその職務を行う。 

第５条 会議は必要がある場合において議長が招集する。 

第６条 会議は委員の２分の１以上の出席がなければ開くことができない。 

２ 会議の議決は出席者の過半数できめる。 

第７条 会議開催の場所及び日時は会議に付議すべき事項と共に議長があらかじめこれを

通知しなければならない。 

第８条 会議通知後に急を要する事項があるときは第７条の規定にかかわらず，直ちにこ

れを会議に付議することができる。 

第９条 関係職員は会議に出席して意見をのべることができる。 

第10条 この規則に定めるものの外会議に必要な事項は別にこれを定める。 

第11条 会議に関する庶務は館山市図書館で行う。 

附 則 

この規則は，公布の日から施行する。 

附 則（昭和43年３月30日教委規則第４号） 

この規則は，公布の日から施行する。 

附 則（昭和54年４月24日教委規則第４号） 

この規則は，公布の日から施行する。 

附 則（昭和61年４月21日教委規則第３号） 

この規則は，昭和61年５月１日から施行する。 

附 則（平成17年８月19日教委規則第11号） 

この規則は，公布の日から施行する。 
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館山市図書館協議会委員名簿  

 

                                    任期：令和5年6月1日～令和7年5月31日 

                                                              

任 命 区 分 氏  名 備  考 

 

学校教育関係者 

 

 

土 橋 純 也 

 

社会教育関係者 

 

貝 本 春 美 

 

※任期： 

R6.6.1～R7.5.31 

 

金 房   努 

 

 

 

齋 藤   実 

 

 

 

眞 田 滋 子 

 

 

 

家庭教育関係者 

 

生 稲 裕 美 

 

 

学 識 経 験 者 

 

関   和 美 

 

 

 

波佐間 美和子 

 

 

                ＊敬称略、任命区分の中で氏名の五十音順 
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